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埼玉のぞみの園広報誌
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発行 社会福祉法人埼玉のぞみの園 埼玉県深谷市本田3343 発行責任者 理事長 楳澤正範

出射拓弥（いでい たくや）

配属：春日園

●趣味・特技

読書・動画鑑賞、卓球、速読、麻雀

●私の推し

コーギー

●意気込み

小さなことからコツコツと頑

張ります!

この絵 塗ってください！

皆さん、広報誌で「塗り絵コラム」を掲載しているのはご存じですか？

知らない方も多いのではないでしょうか？なぜなら、塗り絵の応募が少ないから！

･･･という訳で、今回は表紙に登場しちゃいました☆

のぞみデイ 石川 翼 さん 作

ご利用者・職員・ご家族・地域の方、どなたでも応募可能です。

ぜひ塗ってみてください！ 締め切りは7/31(木)まで

各事業所の広報委員へお渡しください☺

切実にご応募お待ちしております！

大募集

入社式が行われました。

今年度より新たに３名の

職員が仲間入りです。

埼玉のぞみの園一丸とな

り邁進してまいります。

どうぞよろしくお願いい

たします！

村田由香（むらた ゆか）

配属：春陽の里

●趣味・特技

エンタメ活動

おいしい物を食べること

●私の推し

ウチのワンコ!

ウィルッシュコーギー

●意気込み

初心を忘れず頑張ります!

小林恵子（こばやし けいこ）

配属：春陽の里

●趣味・特技

映画鑑賞、あんかけ作り

●私の推し

東村アキコ

●意気込み

頑張ります！

白根徹矢（しらね てつや）

配属：春陽の里

●趣味・特技

キャンプ、神社巡り

●私の推し

東田直樹さん

●意気込み

地域福祉の推進に寄与してい

きたいです!

竹内亜矢子（たけうち あやこ）

配属：春陽の里

●趣味・特技

音楽、バンド（ドラム演奏）

●私の推し

洋服（天然繊維が癒しです）

●意気込み

皆様が笑顔で過ごせるように

支援します!

坂田綾子（さかた あやこ）

配属：総務部

●趣味・特技

お菓子づくり

●私の推し

キャンプ

●意気込み

ライフワークバランスを大切に

したいです。

奥平 晃順（おくだいら てるゆき）

配属：妻沼つくし

●趣味・特技

お笑い番組（M-1等）

●私の推し

おいでやす小田

●意気込み

ゆっくり、確実に、

ひとつずつ!!

落合初良（おちあい そら）

配属：春日園

●趣味・特技

和太鼓、ダーツ、ドラム

●私の推し

春日園の皆さん

●意気込み

元気に何事にも挑戦します!!

新井瑠美（あらい るみ）

配属：深谷たんぽぽ

●趣味・特技

日向ぼっこ

●私の推し

にゃんぴー（飼い猫）

●意気込み

自分らしく頑張ります！

【 募 集 内 容 】 【 連 絡 先 】

正職員、パート、ボランティア （電話）０４８－５９４－６５１１

詳細は総務部までご連絡ください。（メール）info@nozominosono.jp

スタッフ・ボランティア募集のお知らせ
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今回もご応募ありがとうございました！

理事長に決めていただいた、優秀作品を1つご紹介です！

作画1名、塗っていただいた1名には優秀賞の品を

お送りします。お楽しみに☆

今回ご紹介するのは、

春陽の里の秋本真綸奈

（あきもとまりな）さん

です！いくつか質問して

みました！

Q.春陽の里で頑張って

いる事は？

○お仕事

（シャープペンの組み立

て・ 洗濯たたみ）

Q.春陽の里で楽しみにしている事は？

○外出

Q.最近の好きなこと、趣味は？

○寝ること

Q.皆さんへ一言！！

○ヘアドネーションをしているので、髪の毛が

必要な人たちの役に立ちたいです。

秋本真綸奈さん、ありがとうございました！

ヘアドネーションをしているとの事、素敵な活動ですね♡

次はこれを見ているあなたの番かも…？！

塗り絵コラム

春陽の里 吉田恵美さん
オレンジのししまいが決め手だったそうです♪

桜の開花宣言があったようですが、真冬を思わせる寒さで世の中の行く末を暗示しているのでは困りものです。

埼玉のぞみの園は、発足以来今年度で満４９年目を迎え来年の５０周年に備える一年だと思っています。５０

年近くの間、入所通所施設、グループホーム、またヘルパー部や相談関係と様々な形で障害福祉サービスを展開

してきましたが、最近の研修等で目にすることは「共生社会」という文言です。「ノーマライゼーション(正常化)」

という言葉と５０年近く前に出会いましたが、数年前から「インテグレーション(統合)」なども福祉分野で耳にし

ます。

かねがね「ごちゃまぜがイイね」と口にしてきましたが、共生社会とはそうした歴史を踏まえた上で「福祉サー

ビスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を営み (中略)あらゆる分野での活動に参加

する機会が確保されるよう(厚労省)」な社会を目指すといわれています。これはまさに「お互い人間として幸せに

なる」という法人理念に合致するものです。先日も深谷市福祉政策課の方と話をする機会があり同様の話が出て、

共生社会の実現は行政だけでなく、また民間の一法人だけで実現できるものでもない、その地域に住まう人々が

連携しながら進めていくものであるとの認識を新たにしたところです。厚労省は入所施設利用者地域移行目標を

６％（令和８年度末）としています。

今年度から、入所支援施設等には「地域連携推進会議」の設置が義務化されました。来年度からは入所者から

の地域移行希望調査が義務化されます。また就労系では「就労選択支援」というサービスが加わり、利用者個々

の選択幅が広がって、一般就労へのチャレンジがより可能になります。少しでも地域で生活するようにとの方針

です。この点は法人が目指す共生社会と同方向ではありますが、それでも９４％の方々は

入所施設で生活されるのです。ただ、平均支援区分の高い方々が地域の中で安心して

安全に生活できる程に社会が熟成しているのでしょうか。いつも疑問に思います。

ではどうすればよいのか。それは一口で言うと社会福祉法人の地域化だと考えてい

ます。埼玉のぞみの園は今日まで、作業はもちろんのこと、内外のイベント等を通じ

てより多く地域の方々との触れ合いを大切にして参りました。そうした積み重ねが

今日の法人のベースになっていると感じます。昨今のコロナ禍で思うように展開で

きなかった感はありますが、これからも法人としてこの姿勢に変わりはありません。

こうした繰り返しと、社会が今何を必要とし法人としてそれにどのように応えるこ

とが出来るのか、もちろん全てではありませんが、出来る範囲で取り組ませて頂くこと

が法人の地域化であると考えています。

「社会福祉法人の地域化」

2025年3月2日（日）

第５９回埼玉県手をつなぐ育成会県大会～秩父大会～

にて本法人の活動に対し、埼玉県手をつなぐ育成会様

より感謝状をいただきました。

誠にありがとうございます。

理事長 楳澤 正範

きらっとさんインタビュー

「事業計画説明会を行いました」

令和7年度事業計画

説明会を開催いたしま

した。山崎会長・楳澤

理事長のご挨拶、そし

て鯨井理事より今年度

の事業計画や今後の事業展開について説明があり、地域

福祉への貢献に向けた熱意が伝わる会となりました。

また「地域共生社会実践報告会」も行われ「のぞみの

園ホーム」「妻沼つくし」の２事業所の事例発表があり

ました。詳しい内容はP

3に掲載しておりますの

でぜひご覧ください。

（松本）

「表彰いただきありがとう

ございました。楽しく仕事

をして、あっという間に2

2年が経ってしまいました。

これからもお仕事頑張りま

す。」

「利用者さんの【おいしかっ

た】の声を励みに長く続け

ることができました。職場

環境もとても良かったです。

これからも皆さんの役に立

つように頑張ります。」

あすなろ福祉財団様より表彰されました。

◇
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
◇

田内 由美子職員

樋口 康子職員

新人職員紹介
曽我秋実（そが あきみ）

配属：春日園

●趣味・特技

カラオケ

●私の推し

照り焼きチキンピザ

●意気込み

わからないことだらけですが、

精一杯頑張ります!

野村波音（のむら なお）

配属：春陽の里

●趣味・特技

アニメ・漫画

●私の推し

漫画「この音とまれ！」

●意気込み

少しずつ、張ります！

順不同・敬称略にてご容赦願います。

田沼 大輔 様

福祉向上のため大切に使用させて頂きます。

令和6年12月～令和7年3月末現在

法人ご寄付ご協力者様

表彰式の様子
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第２春日園ではハウス栽培で大玉トマトのルネッサンス、ミニ

トマトのチェリーメイトを栽培しています。栽培の過程で、味に

は問題ないのですが、ものによっては割れや傷が深くなり、販売

に適さない規格外品がでてしまうことがあります。

そういった規格外品は、安価に販売したり、給食等で消費して

いますが、全て消費することは難しく、廃棄せざるを得ないトマトも一定量出てしまいます。そんな、食べられるけ

ど捨ててしまっていたもったいないトマトをどうにかしようと、深谷市内の子ども食堂に寄付する活動が、令和７年

２月より始まりました。寄付先は「NPO法人イエローハーツ ふかや子ども食堂」様「おむすびの会 おむすびころ

りん」様「花園子ども食堂運営委員会 深谷はなっ子食堂」様「FUKAYA KIDS BASE 子ども食堂＆パント

リー」様です。毎週金曜日に出た規格

外品を受け取りに来ていただいていま

す。大変好評で、子ども食堂でとても

喜ばれているとの声を頂戴しました。

環境と地域社会に貢献し、支援の輪が

更に広がるよう今後もこういった活動

を続けていきたいと思います。

（第2春日園 栗原）

昨年の１１月から、各施設・事業所等で共生社会への取り組みを実践して１年以上が経過しました。それまでの取

り組みを３月に花園アドニスで行われた事業計画説明会の中で、実践報告会を行いました。

今回は、利用者・職員と地域の双方が実際に顔を合わせて活動している事業所等を中心に選び、のぞみの園ホーム

と妻沼つくしが各２０分程度、発表をしてもらいました。

のぞみの園ホームは利用者が地域で暮らすことが当たり前ではありますが、地域のゴミ拾いや防災訓練等への参加、

ホームの敷地内に地域の為のゴミ捨て場の設置と管理、求人ののぼりを設置して雇用の実績、ご利用者のみで買い物

等できるよう支援するなど、多くの工夫がみられる点から選考されました。又、地域の方とは、挨拶を交わし、ご利

用者の事を理解してくれている方も多く、コンビニ等では、袋を車椅子にかけてくれたり、転倒してしまった時に起

こしてくれたりと地域で暮らしている中でとても助けられ、利用者・職員共に感謝しているということでした。

このような取り組みの背景には、「地域の一員であるという自覚をもってもらいたい、地域とのつながりを大切に

していってもらいたい」とホーム創設当初からの思いがあり、今回具体的な活動として成果につながってきているこ

とがわかりました。

妻沼つくしでは、地域の働き手に焦点を絞り工夫して出張販売していくという点から選考しました。事業所の特徴

として、地域の企業内に施設外就労として働かせて頂くことが日常となっている中、多くの外国人の方も地域や企業

を支える担い手であり、様々なニーズがあることがわかりました。そのような中、食材を工夫して仕入れ、近隣スー

パーより安価な値段で販売したり、帰宅の際に購入できるよう企業に出向いて販売したりと地域の働き手に寄り添っ

た取り組みを行っており、今後どのように発展していくか楽しみな報告でした。

発表を聞いていた職員も、何かしらの刺激を受けたのではないかと思います。更に、今回の報告会を実施すること

で、各施設・事業所等からは、今後どのように共生社会の取り組みを実践していくか迷いや戸惑いの声もありました。

今回の各事業所等からの取組み実践は「何かしなくては？」「何をしたら良いのか？」という悩みに近い迷いから

開始した活動が多かったと聞きます。今後継続していくために大切なことは、方向性がぶれないよう、取り組む意識

や目的をしっかり持つことだと思います。地域の企業全般、世の為に何かを作り出したり相手のニーズに応えたりし

ていることから、本来事業の公共性は高いものであり、「共に豊かになる」性質が地域にはあると思います。どうし

ても共生社会の活動を考えると「何を行ったら良いのか？」から考えてしまい、事業所等からの一方的な見方となっ

てしまいがちです。しかし私たちも地域住民であり、その悩みや迷いを地域や企業に相談したりすることも大切だと

思います。まずは身近な地域の方々や企業と顔を合わせ話ができる環境を作ることが、共に豊かになる為の第一歩だ

と思います。 （妻沼つくし 施設長 鯨井）

「第２春日園 農耕班トマト科 深谷市内子ども食堂への寄付」

割れの大きなトマト 寄付したトマト

深谷はなっこ食堂様 おむすびころりん様
イエローハーツ様

「共生社会実践報告会を実施しました」

第2春日園
4月7日(月)に、熊谷駅南口近くの荒川土手で開催され

ているさくら祭り会場へお花見に行ってきました。天

気も良く、お花も満開。土手には菜の花も咲き誇り、

空の青と桜のピンク、菜の花の黄色のコントラストが

大変美しかったです。屋台もたくさん出店していて、

利用者の皆さんもお買い物を存分に楽しまれ、良い花

見となりました。 （栗原）

春のイベント

第2春日園授産製品紹介

【木工班・フィンガー科】主に住宅建築用の間柱を

生産しており、その製造時に出た端材を再加工しキャ

ンプやバーベキューに使用する薪を生産しています。

【パレット科】ご注文に応じたサイズの資材を置く

木製のパレットを製造しています。

【ウエス科】ホテル等で使われなくなったシーツや

おしぼりを再加工してウエスの製造をしています。

【食品科】パンやお弁当を作っており、パンははる

工房や農産物販売所・イベント等で販売。お弁当は

販売の他、主に法人内各事業所のご利用者の昼食と

して提供しています。

【農産科】ハウス栽培でトマトを生産し、無人販売

所や農産物販売所で販売しています。割れが発生し

てしまったトマトはＢ級品として安価に販売し、規

格外品のトマトはゼリーに加工し販売。トマトの風

味を感じられる一品です。

授産製品のほとんどを３Ｒ（リデュース・リユー

ス・リサイクル）の考えに沿った物作りに取り組ん

でいます。資源の無駄使いを減らし、再利用するこ

とで環境に配慮し、社会に貢献できる物作りを目指

しています。

（栗原）
大玉トマト（ルネッサンス）

唐揚げ弁当

菓子パン

パレット

薪

ウエス

春陽の里
春陽の里では、4月上旬にお花見外出に行って来ました！

今回は、ご利用者全員がお花見に参加できるよう、少

人数のグループで数日に分けて外出をおこないました。

パティオ、城址公園、仙元山、若泉公園などの様々な

場所に行き、お花見を楽しみました。場所によっては

桜だけでなく、他にもたくさんの種類の花をみる事が

でき、春の訪れを感じることができましたよ！（吉田）
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